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広島市における雨水成分調査(第 7報)

環 境科学部

はじめに

本市では，昭和 62年度からろ過式酸性雨採取装

置(以下ろ過式とする)を用いて，雨水成分調査

を実施している。平成 11年 10月からは降水時開

放型雨水採取器(小笠原 US-330)(以下降水時開放

型とする)によっても調査を始めた。今回，平成

13年度の結果と最近 10年間の傾向をまとめたの

で報告する。

方 法

調査地点

図 1に示す 3地点。

降水時開放型雨水採取器による採水は伴小学校

(以下伴とする)のみ。

2 調査期間

平成 4年 4月から平成 14年 3月まで。伴は平成

13年 4月から平成 14年 3月まで。

3 調査方法

酸性雨等調査マニュアル及び湿性沈着モニタリ

ング手引書に準じ 1 週間~l ヶ月毎に採取した。

分析方法は、 pH:ガラス電極法，電気伝導度:電

導度計，イオン分析 :イオンクロマトグラフ及び

原子吸光で、行った。

結果と考察

経年変化

安佐北区役所(以下安佐北とする)と佐伯区役所

(以下佐伯とする)2地点の年間沈着量の推移をみ

た。
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図 1 調査地点

調査はいずれも pH，EC， S042-， N03-， C¥-， 

NH4+， Na+， K¥Mg2+， Ca2+について行ったが，こ

こでは pH及び S042-，N03-， NH4+， Ca2+につい

て評価を行うこととした。

また，海塩の影響を考慮し， S042-と Ca2+につ

いては Na+で、補正した非海塩性のもの (nss-S042-， 

nss-Ca2+)を用いた。

(1) pH 

年平均pHの経年変化を図 2に示す。安佐北，

佐伯ともにほぼ横ばいであった。地点聞の差は，

平成 6年度を除いて安佐北がやや高かった。

(2) 陰イオン(nss-S042二 N03-)

nss-S042-， N03-の年間沈着量の経年変化を図 3

及び図 4に示す。

nss-S042ーは平成 6年度と平成 12年度を除いて

ほぼ横ばいであった。平成 6年度の降水量は平年

の 50~60%であった。平成 12 年度は三宅島が噴

火し，9月と 10月の nss-S042-沈着量が多かった。

地点聞の差に一定の傾向はみられなかった。

N03-は増加傾向にある。地点聞の差は，佐伯が

安佐北より沈着量が多かった。

(3) 陽イオン(nss-Ca2+，NH4+) 

nss-Ca2+， NH4+の年間沈着量の経年変化を図 5

及び図 6に示す。

nss-Ca2+は平成 12年度を除いてほぼ横ぱいで

あった。平成 12年度は黄砂の影響を受けて春季の

沈着量が非常に多かった。地点聞の差に一定の傾

向はみられなかった。

NH4+は増加傾向にある。地点問の差はほとんど

ないか，佐伯が多かった。

酸性降下物である N03-は増加傾向にあるが，

それを中和する NH4+も増加しており，このことが

pHに影響を与えていると思われる。
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図 2 pHの経年変化
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図 3 nss-S042-沈着量の経年変化
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図 4 N03-沈着量の経年変化
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図 5 nss-Ca2+沈着量の経年変化
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図 6 NH4+沈着量の経年変化

2 平成 13年度の 3地点の沈着量の比較

ろ過式による平成 13年度の3地点の年間沈着量

を図 7に示す。

安佐北と伴は佐伯に比べて冬季の季節風の影響

が大きく Nどと Clーの沈着量が多かった。

沈着量は多い)11買に安佐北>伴>佐伯となった。

陽イオン
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図 7 平成 13年度の年間沈着量
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図 8 ろ過式と降水時開放型の

年間沈着量

非海塩性のもので評価すると安佐北>佐伯>伴

の順となった。

3 ろ過式と降水時開放型との沈着量の比較

伴における平成 13年度のろ過式と降水時開放

型の調査結果を比較した。

年平均pHはろ過式で 4.68，降水時開放型で 4.61

となった。

それぞれの年間沈着量を図 8に示す。

ろ過式では降水時以外にも降下したばいじんの

影響を受けるため，沈着量が多くなっている。

降水時開放型の各イオンの沈着量を 100として

ろ過式の沈着量を表すと， S042ーは 108，N03-は

110， NH4+は 106.K+は 99，Mg2+は 123となった。

Ca2+ の沈着量は 192 となりろ過式と降水時開放

型とで大きく異なった。
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